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通 じない ということがあったのではないで しょうか。ジャーナリズムの方にも迷惑をおかけしま
した。私の家内の懸念 しますのは、こういう破壊的な人間が、スウェーデン ・アカデミーの賞に






のものを発見 したのです。(笑)そ れは、「先生、僕はうれ しい」という文面でした。
私は後でのべます理由から、この講演を書 きなおしていましたので、どなたにもお礼の手紙を








私たちの世代の 文 化 英 雄 として重要なひとりに、林家三平 という革命的な落語家がいたの
です。こぶ平は三平の長男です。
そこで、私 は三平の文体で手紙を書いたので した。短いものですから、注意深 く聞いていただ
きたいと思、います。
「ノーベル賞もらってどうもすいません。もう大変なんすか ら。」(笑)
さて、もっと大きい問題 も生 じていたのです。この会のために私は草稿をすっか り書 きあげて




あるいは世界文学 と関係 しているかということを論 じたのです。










として認め られていた といってよろしいのではないで しょうか。谷崎潤一郎はプレイヤー ド版の











このライ ンは二人 しかいませんが、それだけで十分、第二のラインの二百倍の売れ行きを示 して
います。(笑)こ れは、世界全体のサブカルチャーが一つになった時代の、まことにティピカル
な作家たちだと私は思います。






現にこの村上春樹、吉本ばななのラインは、そういう存在 としてかれ ら独 自の文学 をつくり始





































義 しうるものだろうか?世 界文学 ということで、具体的なイメージはもとよりあります。私な
どは、 トーマス ・マンが行なった 『ゲーテとトルス トイ』 というすばらしい講演のことを思いま
す。そこで トルス トイは世界の文学だと トーマス ・マンはいっていると思います。ゲーテももち
ろん世界文学である。しかし、ドストエフスキーはそうではない。これはロシアの文学だ。シラー
の文学はドイッの文学であるというのがマンの確信で した。
そうした考え方 を厳密に抽象化 してみるとしますと、世界文学の定義はじつは難 しくなるので













めた上で、私は、やは り世界言語 を夢見 ます。
そういうことを考えながら、私が端的に思い出 しますのは、フランソワ ・ラブレーの 『ガルガ
ンチュアとパンタグリュエル』の第二の書、すなわち 『パンタグリュエル物語』第一巻の一つの
シーンです。私は大学でも個人的にも、渡辺一夫 という大学者に教わ りました。大学者が教えて
も、生徒 は学者にならない例ですが、私の一生は、渡辺一夫の光のもとにあ ります。そこで繰 り
かえし渡辺一夫の翻訳を読むのですが、パ ンタグリュエル王が、あの愉快なパニュルジュと初め
て会うシーンです。旅をしてきたパニュルジュはお腹がすいています。お酒も飲みたい。さらに
はベ ッドに入 りたい。だれかお金を持 っている人が現れて救って くれないかと期待 しているわけ
です。
そこヘパンタグリュエル王の一行が通 りかかるのです。パニュルジュは、外国人が来たと思 っ





























三歳か四歳程度の自己表現 しかで きないで しょう。ところが、バッハとかモーッァルトの音楽の























どうするか ということで した。今は何万クローネかを持っていますから、スピノザを読んで暮 ら
す条件はそろったのです。スピノザの、この世界についての根本的に楽観的な思想は、どうも正










圏は崩壊 していませんで した。スターリン主義の崩壊あるいはソビエ トの崩壊 とさきのスピノザ
の言葉は比較 しうるかもしれない。 さらにわが国の民主主義体制には、《国家が人間性質にとっ
てい とわ しいやり方で行動する場合》を許す制度が遺っていると私は考えています。




もうひとりは、安部公房です。安部公房の初期の作品に 『壁』 という傑作があ ります。その最
後ちかくに、こういう一節があるのです。
《真暗な宇宙 を、一冊の書物が飛んで行 くという詩ね。今のぼくらが丁度それ じゃないか。あの
詩は予言だったね。ぼくらは書物だ。そして地球に対立する一つの星なんだよ。見たまえ、ぼく
の言 うとお りにすれば、早速プランが具体化されるだろう。》




創的なお もしろさもありました。安部公房は、人間の脳の具体的なある器官 とクレオールをつ く
り出す言語本能というか、言語的潜勢力 というか、人間にそなわっているものとを結びつけよう


















う人。自分と違 った制度に対 して寛容であ り、あまりまじめ過 ぎる人間のことは笑う。ラブレー






つの世界言語 として構想する態度がミラン ・クンデラにあることをこの考え方はほのめか しては
いないで しょうか?そ れもかな り具体的な触感において。 もっともクンデラは、自分の作品の翻





























そうした亡命者のなかでも筆頭格 といっていいほどの ミラン ・クンデラはパ リに亡命 していま
す。かれはこれからどうするのか?東 西冷戦はいまや終結した。そこで、五十年間の大々的な
ディアスポーラとでもいいますか、民族的な大脱出も帳消 しとなるのか?亡 命 していた知識人
たちはすんなり東 ヨーロッパに戻ってゆけるのか?そ して圧迫されていた自分たち独 自の文明を
回復 させるのか?た とえばクンデラとかつての僚友バベル大統領との関係は、かならず しもう
まく行っていないようであるけれど。ともか くそこには、世界文学が直面 している二十世紀最大
の課題があるはずです。
もしベンヤ ミンが生 きていれば、それはかれの大きい主題 となったで しょう。生きている人で
いえば、ギュンター ・グラスは ドイッが再統一 したときに たまたま、私は公開討論 しました
が 、進み行きに沈鬱なほど冷静で した。グラスは、ポーランドの人間の眼で、あるいはチェ
コの人間の眼で、すなわち再現 される大 ドイツの周辺の小さな国の人間として、この問題を見た















作家 として恥ずか しい告白になりますけれども、アメリカの外交の専門家であるジョージ ・ケナ
ンが、その方向へ先行 して私たちにヒン トをあたえて くれているのです。
もし、人類がもう一度、広島、長崎のような核戦争を行うならば、どうなるかという問題を提




はな く、ほかの者たちが達成 したのだ。われわれはそれを創造 しなかった。われわれはそれを受
け継いだのだ。それはわれわれに与えられた。しかも次のような暗黙の義務 とともに与えられた。




























ちの文化は・ も とより文学 も含み込んで 、二十一世紀に向けての地球規模のプラン、それ
も具体化 しうるプランに参加 しうるのではないでしょうか?
私が小説家としての暮 しに長い休暇をとり、スピノザを読んで暮 らすことにしましたのも、自
分の生の終 りをひかえて、そのような苦 しい希求につ き動かされるからなのです。そのような私
にも様 ざまに教示をあたえて くださるはずの、日本研究京都会議のご成功を心から祈るものです。
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